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視聴はhttp://www.higashiosaka-n.com

好評放映中

7日  ゲスト ： 小山登さん
　　　　　　 「八尾市から児童虐待ゼロをめざす」
 （キャスター ： 小野元裕社長）

14日  ゲスト ： 「タイでリゾートワーク」
 （キャスター ： 根岸健太郎記者）

21日  新刊案内「侵略日記」
 （キャスター ： 小野元裕社長）

28日  ゲスト ： 菅原大輔さん
　　　　　　 「挑戦し続ける企業精神」
 （キャスター ： 根岸健太郎記者）

12月

お
か
げ
さ
ま
で

お
か
げ
さ
ま
で
9090
年年

東
大
阪
新
聞
は
令
和
４
年
に

創
刊
90
年
を
迎
え
ま
し
た

野田金属工業株式会社

2023・12・1

　

色
づ
き
の
よ
く
な
い
枯
れ
葉
が
舞
う
。

こ
の
と
こ
ろ
、
岸
田
政
権
ま
で
も
お
か
し

な
色
あ
い
に
染
ま
っ
て
い
る
。

　

岸
田
文
雄
首
相
肝
い
り
の
「
４
万
円
の

所
得
税
減
税
」
や
「
低
所
得
者
へ
の
７
万

円
給
付
」
に
つ
い
て
62
・
５
％
が
「
評
価

し
な
い
」（
11
月
初
め
、
共
同
通
信
社
世
論
調
査
）

と
い
う
。
評
価
し
な
い
理
由
は
「
今
後
、
増
税
が

予
定
さ
れ
て
い
る
か
ら
」
が
最
多
の
40
・
４
％
。

消
費
税
減
税
の
よ
う
な

日
常
的
で
大
胆
な
最
速

効
果
が
欲
し
い
の
だ
。
与
党
税
制
調
査
会
の
来
年

度
の
原
案
が
報
じ
ら
れ
た
こ
と
も
禍

わ
ざ
わ
い

し
た
。「
減

税
す
る
」
と
い
う
の
に
喜
ば
ぬ
国
民
と
喜
ぶ
と
思

っ
て
い
る
総
理
大
臣
の
間
に
は
溝
が
あ
り
す
ぎ
る

よ
う
だ
。

　

策
士
策
に
溺
れ
る
。
伝
家
の
宝
刀
で
あ
る
解
散

権
の
質
問
が
気
に
な
っ
て
い
た
。
解
散
を
意
味
あ

り
げ
に
薄
笑
い
を
浮
か
べ
、
タ
イ
ミ
ン
グ
を
探
る

表
情
は
暗
か
っ
た
。
ウ
ソ
を
つ
く
と
き
顔
色
は
暗

く
な
る
と
い
う
。
そ
の
間
に
政
務
３
役
の
連
続
辞

任
だ
。
報
道
各
社
に
よ
る
直
近
の
内
閣
支
持
率
は

各
社
と
も
「
危
険
水
域
」
20
％
台
へ
と
急
落
。
人

材
枯
渇
な
の
か
人
選
ミ
ス
な
の
か
。「
不
」
適
材
、

「
不
」
適
所
の
典
型
例
は
辞
任
し
た
財
務
副
大
臣

神
田
憲
次
氏
だ
。
税
理
士
で
あ
り
な
が
ら
固
定
資

産
税
滞
納
で
差
し
押
さ
え
４
回
と
い
う
猛
者
。
厚

顔
無
恥
も
甚
だ
し
い
。
こ
の
よ
う
な
人
が
重
職
に

重
用
さ
れ
る
と
は
任
命
権
者
の
能
力
を
疑
う
。

　

今
、
自
民
党
５
派
閥
は
政
治
資
金
規
正
法
違
反

の
疑
い
で
東
京
地
検
特

捜
部
が
調
べ
て
い
る
。

資
質
・
能
力
・
倫
理
感
か
ら
国
会
議
員
の
資
格
あ

り
や
と
問
い
た
い
。
政
治
家
で
は
な
く
政
治
屋
に

近
い
よ
う
だ
。

　
「
大
事
な
の
は
数
字
と
事
実
だ
。
ウ
ソ
か
本
当

か
調
べ
れ
ば
わ
か
る
。根
拠
に
乏
し
い
へ
理
屈
は
、

た
ち
ど
こ
ろ
に
化
け
の
皮
が
は
が
れ
る
」
と
は

「
田
中
角
栄
１
０
０
の
言
葉
」（
別
冊
宝
島
編
集
部
）

の
１
つ
で
あ
る
。

　

彼
ら
は
な
ぜ
政
治
家
に
な
っ
た
の
だ
ろ
う
か
、

と
疑
問
を
抱
く
の
は
私
だ
け
で
は
あ
る
ま
い
。

晴耕雨読

な
ぜ
政
治
家
に
な
っ
た
の
か

世
界
平
和
の
キ
ー
マ
ン「
日
本
人
」

西
ウ
ク
ラ
イ
ナ
避
難
所
作
り
の
た
め
の

寄
付
の
お
願
い

　

ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
で
多
く
の
ウ
ク

ラ
イ
ナ
人
が
国
内
外
で
避
難
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
戦
争
が
長
引
き
、
さ
ま
ざ
ま
な

理
由
に
よ
り
国
外
に
避
難
し
た
ウ
ク
ラ
イ
ナ
人
が

次
々
と
母
国
へ
帰
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
当
協
会
で
は
、
現
地
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
ド
ブ
ロ

ダ
ー
リ
と
協
力
し
、
比
較
的
安
全
な
西
ウ
ク
ラ
イ
ナ

に
避
難
所
を
作
り
運
営
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　

つ
き
ま
し
て
は
、
寄
付
を
募
っ
て
お
り
ま
す
。
ど

う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　
　
　
　
日
本
ウ
ク
ラ
イ
ナ
文
化
交
流
協
会

Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
７
２
―
９
２
６
―
５
１
３
４

銀
行
口
座
三
井
住
友
銀
行
・
八
尾
支
店

（
普
）２
０
１
２
７
４
６　
名
義
：
日
本
ウ
ク
ラ
イ
ナ
文
化
交
流
協
会

西ウクライナ避難所西ウクライナ避難所

八
尾
自
動
車
教
習
所

H
P

：http://w
w
w
.yaokyo.net/

☎（
０
７
２
）９
９
９―

１
２
３
４

八
尾
市
高
安
町
南
七
丁
目
二
十
一
番
地

明
る
い
・
楽
し
い
・
ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
な
教
習
所

運
転
免
許
取
る
な
ら
Ｙ
Ａ
Ｏ
Ｋ
Ｙ
Ｏ
で
！

ゴ
ル
フ
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
ス
タ
ジ
オ

フ
リ
ア
ー
ド

株
式
会
社
藤
原
電
子
工
業
ゴ
ル
フ
事
業
部

八
尾
市
南
木
ノ
本
２―

52

◆
３
６
５
日
利
用
可
能
（
午
前
５
時
〜
午
後
12
時
）

◆
ハ
リ
ウ
ッ
ド
映
画
の
ク
オ
リ
テ
ィ
映
像

◆
世
界
170
以
上
の
有
名
ゴ
ル
フ
コ
ー
ス

◆
予
約
・
決
済
・
施
錠
ま
で
ス
マ
ホ
１
台
で
完
結

室
内
ゴ
ル
フ
練
習
場

TEL 072 - 991- 3927

代
表
取
締
役
社
長　

七  

里  

和  

昭

八尾市安中町 8－5－38
T E L 072－999－3871
FAX 072－999－3874

お蔭様で50周年 電
気
保
安

法　
　

人

大
阪
電
気
保
安
協
同
組
合

キ
ュ
ー
ビ
ク
ル
保
守
点
検
料
を

見
直
し
ま
せ
ん
か
!!

全
国
初
！ 

協
同
組
合
方
式
の
電
気
保
安
事
業

大
阪
府
内
を
中
心
に
近
畿
圏
内
で
１
，０
０
０
余
件
の
実
績

お
問
合
せ 

☎
０
８
０―

３
８
０
９―

７
０
６
５（
大
澤
）

ま
た
は
Ｔ
Ｅ
Ｌ 

０
７
２―

９
４
９―

３
１
２
５
迄

保
安
管
理

の
業
務
内
容

①
月
次
点
検　

②
年
次
点
検
・
精
密
点
検

③
臨
時
点
検　

④
事
故
応
動　

⑤
官
庁
手
続

⑥　
　
　
　
　
　
　
「
新
電
力
」
の
ご
提
案

コ
ス
ト
を
か
け
ず

電
気
料
金
を
下
げ
る

できる経営者には本がある

ビジネス本を出版しませんか
名
刺

プ
ラ
ス

本
の
時
代

明日の有名人発掘
東大阪・八尾・柏原のおもろい人紹介
毎月第１・３土曜日の20時（再放送は第２・４土曜日20時、　　

毎週火曜日７時）
https://www.jcbasimul.com

提供：東大阪新聞社
FMちゃお（79.２MHz）

インターネット
でも

聞けます

　

東
大
阪
市
主
催
の
オ
ー
プ
ン
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
「
こ
ー
ば
へ
行
こ
う
！
」
が

11
月
の
２
週
に
分
け
て
開
催
さ
れ
、
市
内
31
カ
所
の
町
工
場
な
ど
が
参
加
し

た
。
こ
れ
は
、
モ
ノ
づ
く
り
の
町
・
東
大
阪
市
の
魅
力
を
国
内
外
に
発
信
し
、

認
知
度
向
上
と
市
民
の
誇
り
の
醸
成
を
図
る
と
と
も
に
、
住
工
共
生
や
人
材

確
保
等
に
も
つ
な
げ
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
平
成
30
年
か
ら
開
催
さ
れ
て

い
る
も
の
。
工
場
を
一
般
開
放
し
、
モ
ノ
づ
く
り
へ
の
関
心
を
深
め
て
も
ら

う
た
め
の
創
意
工
夫
を
凝
ら
し
た
イ
ベ
ン
ト
が
各
所
で
行
わ
れ
た
。

東大阪市

づ
く
り
へ
の
精
神
を
今
に

受
け
継
い
で
い
る
野
田
金

属
工
業
株
式
会
社
（
東
大

阪
市
鴻
池
徳
庵
町
４
―

８
）
で
は
、
初
日
に
工
場

種
イ
ベ
ン
ト
が
繰
り
広
げ

ら
れ
た
。
キ
ッ
チ
ン
カ
ー

も
登
場
し
て
各
種
グ
ル
メ

販
売
の
ほ
か
、
ミ
ニ
ゲ
ー

ム
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
社
員

が
技
術
を
生
か
し
て
手
作

り
し
た
ス
マ
ー
ト
ボ
ー
ル

や
射
的
に
子
ど
も
も
大
人

も
歓
声
を
上
げ
て
い
た
。

さ
ら
に
は
工
場
内
で
サ
ッ

ク
ス
や
ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
の

ア
ン
サ
ン
ブ
ル
が
奏
で
ら

れ
、
迫
力
あ
る
生
演
奏
で

参
加
者
を
魅
了
し
て
い

た
。

　

同
社
実
行
委
員
の
小
坂

明
友
美
さ
ん（
26
）は
、「
準

備
が
ぎ
り
ぎ
り
に
な
っ
て

少
し
心
配
だ
っ
た
が
、
２

回
目
の
人
が
初
め
て
の
人

を
連
れ
て
き
て
く
れ
て
、

い
い
会
社
だ
と
言
っ
て
も

ら
え
て
嬉
し
か
っ
た
」
と

手
応
え
を
感
じ
た
。
自
ら

社
旗
を
持
っ
て
見
学
者
の

引
率
に
当
た
っ
て
い
た
同

委
員
の
飯
森
勇
太
さ
ん

（
33
）
は
、「
現
場
を
直
接

見
て
も
ら
え
る
こ
と
に
手

応
え
を
感
じ
る
。
人
と
の

つ
な
が
り
で
50
年
続
い
て

き
た
当
社
に
と
っ
て
は
、

コ
ア
な
フ
ァ
ン
を
増
や
す

良
い
機
会
と
な
っ
た
」と
、

社
員
が
主
体
と
な
っ
て
モ

ノ
づ
く
り
を
ア
ピ
ー
ル
で

き
た
こ
と
を
喜
ん
で
い

た
。

（
森
政
生
）

見
学
ガ
イ
ド
ツ
ア
ー
を
実

施
し
、
同
社
の
曲
げ
に
特

化
し
た
金
属
加
工
の
技
術

を
参
加
者
に
披
露
。
94
歳

で
な
お
元
気
い
っ
ぱ
い
の

創
業
者
・
野
田
邦
雄
取
締

役
相
談
役
が
自
ら
会
社
説

明
を
行
い
、
16
歳
で
経
験

し
た
モ
ノ
づ
く
り
の
原
点

と
、
お
客
様
の
た
め
に
徹

底
し
て
質
を
追
求
す
る
熱

い
思
い
を
語
っ

た
。

　

２
日
目
は
工
場
見
学
と

と
も
に
会
社
敷
地
内
で
各

　

今
年
は
東（
10
日
・

11
日
）
と
西
（
17
日
・

18
日
）
の
エ
リ
ア
に

分
け
て
開
催
さ
れ
、
東
エ

リ
ア
の
１
つ
、
半
世
紀
に

わ
た
っ
て
創
業
者
の
モ
ノ

工場内で演奏して参加者を喜ばせた

今
年
は
市
内
31
カ
所
２
週
に
分
け
て
開
催

　

東
大
阪
市
花
園
ラ
グ
ビ
ー
場
（
東
大
阪
市
松
原
南
１
）
を
本
拠
地
と
す
る
プ

ロ
サ
ッ
カ
ー
チ
ー
ム
Ｆ
Ｃ
大
阪
の
ホ
ー
ム
ゲ
ー
ム
（
第
36
節
）
が
、
テ
ゲ
バ

ジ
ャ
ー
ロ
宮
崎
を
迎
え
て
11
月
18
日
19
時
よ
り
行
わ
れ
た
。

が
盛
り
だ
く
さ
ん
、「
子

ど
も
た
ち
に
つ
な
ぐ
未

来
」
と
題
し
て
、
地
域
の

子
ど
も
が
体
験
ブ
ー
ス
に

目
を
輝
か
せ
、
家
族
と
一

緒
に
遊
び
な
が
ら
、
Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
に
触
れ
、
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
学
ぶ
こ
と

Ｓ
Ｐ
Ａ
ｌ
ｌ
Ｓ
ｔ
ａ
ｒ

ｓ
」
に
よ
る
演
奏
が
行
わ

れ
た
。出
展
ブ
ー
ス
に
は
、

ラ
イ
オ
ン
ズ
ブ
ー
ス
（
本

部
）
の
他
、縁
日
ブ
ー
ス
、

献
血
ブ
ー
ス
、
体
験
ブ
ー

ス
、
救
護
・
防
災
ブ
ー
ス

等
が
軒
を
連
ね
、
市
民
に

と
っ
て
、
も
し
も
の
災
害

時
に
役
立
つ
体
験
を
す
る

チ
ャ
ン
ス
と
な
っ
た
。

　

キ
ッ
チ
ン
カ
ー
エ
リ
ア

の
で
き
る
イ
ベ
ン
ト
だ
。

　

特
設
ス
テ
ー
ジ
で
は
、

チ
ア
リ
ー
ダ
ー
ズ
ク
ラ
ブ

Ｊ
Ｕ
Ｍ
Ｐ
Ｓ
に
よ
る
「
災

害
用
テ
ン
ト
お
よ
び
ベ
ッ

ド
の
組
立
実
演
」
が
、
そ

し
て
東
大
阪
で
誕
生
し

た
若
い
吹
奏
楽
団
「
Ｋ

　

こ
れ
に
先
立
ち
、
試
合

会
場
前
で
は
、
ラ
イ
オ
ン

ズ
ク
ラ
ブ
国
際
協
会
３
３

５
―
Ｂ
地
区
11
Ｒ
主
催

の
、
ラ
イ
オ
ン
ズ
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
が
開
催
さ
れ

た
。
花
園
ラ
グ
ビ
ー
場
前

噴
水
広
場
に
は
、
家
族
が

１
日
楽
し
め
る
イ
ベ
ン
ト

で
は
、〝
ご
当
地
唐
揚
げ
〞

や
焼
き
そ
ば
、
コ
ー
ヒ
ー

店
な
ど
、
来
場
者
の
お
腹

を
満
た
す
様
々
な
店
が
並

ん
だ
。

　

Ｆ
Ｃ
大
阪
戦
の
キ
ッ
ク

オ
フ
19
時
が
近
づ
く
と
、

続
々
と
地
元
内
外
か
ら
の

サ
ッ
カ
ー
フ
ァ
ン
が
場
内

へ
と
吸
い
込
ま
れ
て
い

く
。
東
大
阪
市
民
に
限
っ

て
は
、
無
料
招
待
枠
が
設

け
ら
れ
て
い
た
（
事
前
応

募
・
抽
選
制
）。

　

小
学
校
か
ら
高
校
ま
で

サ
ッ
カ
ー
漬
け
だ
っ
た
記

者
も
、
久
し
ぶ
り
の
サ
ッ

カ
ー
観
戦
で
胸
が
躍
っ

た
。
た
だ
当
日
は
非
常
に

冷
え
込
み
、
試
合
開
始
時

は
摂
氏
10
度
を
下
回
る
寒

さ
。
ビ
ー
ル
売
り
の
女
性

ス
タ
ッ
フ
の
元
へ
は
こ
の

日
に
限
っ
て
は
注
文
が
多

く
は
な
か
っ
た
だ
ろ
う
。

　

試
合
の
方
だ
が
、
前
半

に
Ｆ
Ｃ
大
阪
が
コ
ー
ナ
ー

キ
ッ
ク
か
ら
先
制
点
を
奪

取
し
、
１
対
０
で
前
半
を

子どもと手をつないで並ぶ選手たち

華やかに踊るチアガール

折
り
返
す
。
た
だ
後
半
は

宮
崎
の
攻
勢
が
続
き
、
Ｆ

Ｃ
大
阪
は
防
戦
一
方
、
後

半
45
分
、
遂
に
何
度
も

ゴ
ー
ル
マ
ウ
ス
を
守
っ
て

い
た
永
井
建
成
選
手
の
後

方
に
ボ
ー
ル
が
吸
い
込
ま

れ
て
失
点
、
敗
戦
は
免
れ

た
も
の
の
、
残
念
な
引
き

分
け
に
終
わ
っ
た
。

　

当
日
の
来
場
者
は
約

２
、
３
０
０
人
と
発
表
さ

れ
た
。
こ
の
試
合
終
了
時

点
で
、
Ｊ
３
に
お
け
る
Ｆ

Ｃ
大
阪
は
暫
定
６
位
。
来

シ
ー
ズ
ン
の
Ｊ
２
昇
格
は

難
し
そ
う
だ
。

　

次
戦
ホ
ー
ム
ゲ
ー
ム

は
、
12
月
２
日
14
時
か
ら

吹
田
市
の
万
博
記
念
競
技

場
で
、愛
媛
Ｆ
Ｃ
と
対
戦
。

こ
れ
が
ホ
ー
ム
最
終
戦
と

な
る
。
東
大
阪
市
民
へ
の

招
待
枠
が
５
０
０
人
分
用

意
さ
れ
て
い
る
。
詳
し
く

は
Ｆ
Ｃ
大
阪
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
検
索
。
次
戦
の
勝
利

を
期
待
し
た
い
。

（
根
岸
健
太
郎
）

　

ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
、
パ
レ
ス
チ

ナ
・
ガ
ザ
地
区
を
支
配
す
る
武
装
組
織
ハ
マ
ス
に

よ
る
イ
ス
ラ
エ
ル
攻
撃
な
ど
、
武
力
に
よ
る
人
権

蹂
躙
が
続
く
な
か
、
各
国
の
駐
日
大
使
や
宗
教
関

係
者
ら
が
、
第
１
次
世
界
大
戦
が
終
結
し
た
11
月

11
日
に
神
戸
市
中
央
区
港
島
中
町
６
の
神
戸
ポ
ー

ト
ピ
ア
ホ
テ
ル
に
集
ま
り
、
世
界
平
和
を
祈
る
祭

典
を
開
催
し
た
。

11
時
に
開
幕
し
た
祭
典

で
は
、
約
２
０
０
人
の
参

加
者
を
前
に
主
催
す
る
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
世
界
平
和
研
究

所
の
顧
問
で
、
神
戸
市
民

を
は
じ
め
多
く
の
人
び
と

か
ら
崇
敬
さ
れ
続
け
る
生

田
神
社
の
加
藤
隆
久
名
誉

宮
司
（
89
）
が
挨
拶
。
神

職
の
か
た
わ
ら
大
学
で
教

鞭
を
執
り
「
神
戸
・
生
田

の
杜
か
ら
日
本
を
考
え
る
」

な
ど
の
著
書
で
知
ら
れ
る

加
藤
宮
司
は
、
開
港
以
来
、

多
く
の
外
国
人
が
居
留
し
、

国
際
色
豊
か
な
都
市
と
し

て
発
展
す
る
と
と
も
に
、

教
会
や
モ
ス
ク
な
ど
世
界

中
の
多
様
な
宗
教
施
設
が

ひ
し
め
き
あ
う
国
際
平
和

都
市
・
神
戸
か
ら
世
界
へ

「
平
和
へ
の
祈
り
」
を
発
信

す
る
重
要
性
を
強
調
。

　

こ
の
日
は
仏
教
・
大
本

教
・
神
道
・
イ
ス
ラ
ム
教
・

キ
リ
ス
ト
教
・
天
理
教
な

ど
の
各
宗
教
の
代
表
者
ら

が
登
壇
。
参
加
者
全
員
で

世
界
平
和
へ
の
祈
り
を
捧

げ
た
。
会
場
に
は
岸
田
文

雄
首
相
ら
が
祝
電
を
寄

せ
、
来
賓
と
し
て
サ
ン
マ

リ
ノ
・
ウ
ガ
ン
ダ
・
マ
ラ

ウ
イ
の
特
命
全
権
大
使
、

在
大
阪
イ
タ
リ
ア
総
領
事

ら
が
挨
拶
。

　

イ
タ
リ
ア
半
島
中
東
部

の
世
界
で
最
も
古
い
共
和

国
・
サ
ン
マ
リ
ノ
の
駐
日

大
使
で
、
在
日
外
交
団
長

と
し
て
幅
広
い
活
動
を
展

開
す
る
マ
ン
リ
オ
・
カ
デ

ロ
氏
（
70
）
は
、
東
京
の

世
田
谷
区
ほ
ど
の
国
土

で
、
３
万
人
が
暮
ら
し
、

創
立
以
来
一
度
も
戦
争
す

る
こ
と
な
く
、
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
で
は
じ
め
て
神
社
を
祀

る
サ
ン
マ
リ
ノ
を
紹
介
。

そ
の
上
で
、
世
界
の
４
大

文
明
よ
り
は
る
か
昔
、
１

万
４
千
年
以
上
も
平
和
が

続
い
た
日
本
の
縄
文
時
代

を
高
く
評
価
し
、

世
界
平
和
の
キ
ー

マ
ン
は
「
日
本
人
」

で
あ
り
、
日
本
人

が
そ
の
ル
ー
ツ
を

辿
り
、
世
界
平
和

の
希
求
に
目
覚
め

る
こ
と
の
重
要
性

を
訴
え
た
。

（
池
内
文
藏
）

　

前
東
大
阪
読
書
友
の
会

会
長
で
源
氏
物
語
研
究
家

の
根ね

川が
わ

章あ
き

子こ

さ
ん
（
写

真
）
が
11
月
15
日
に
死
去

し
た
。
83
歳
。「
根
川
医

院
の
奥
さ
ん
」
と
し
て
地

域
で
親
し
ま
れ
て
い
た
の

で
、
悲
し
む
人
が
多
い
。

　

数
年
前
か
ら
膵
臓
癌
を

患
い
闘
病
生
活
を
送
っ
て

い
た
が
、
急
変
し
た
。

11
月
20
日
に
通
夜

が
、
21
日
に
葬
儀
が

メ
イ
プ
ル
ホ
ー
ル
高

井
田
（
東
大
阪
市
高

井
田
元
町
１
）
で
開
か
れ

た
。
喪
主
は
長
男
の
根
川

常
夫
氏
が
務
め
た
。

　

葬
儀
に
は
宗
清
皇
一
衆

議
院
議
員
（
53
）、
右
近

徳
博
東
大
阪
市
議
会
議
長

（
50
）
ら
が
参
列
し
、
別

れ
を
惜
し
ん
だ
。

前
東
大
阪
読
書
友
の
会
会
長

根
川
章
子
さ
　
　
ん
死
去
83
歳

オ
ー
プ
ン
フ
ァ
ク
ト
リ
ー  

こ
ー
ば
へ
行
こ
う
！

サンマリノ共和国特命全権
大使のマンリオ・カデロ氏

馬
刺
し
・
焼
き
肉
・
す
き
焼
き
・
ハ
リ
ハ
リ
鍋

お
子
さ
ん

  

女
性
に
も
人
気

から

ラ
イ
オ
ン
ズ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

Ｆ
Ｃ
大
阪
ホ
ー
ム
ゲ
ー
ム
開
催

Ｆ
Ｃ
大
阪
ホ
ー
ム
ゲ
ー
ム
開
催

虐
待
は
連
鎖
し
な
い

上
原
よ
う
子

四六判 143 頁並製本
定価2,200 円（税込み）

ドニエプル出版 （TEL 072-926-5134）

　

17
年
に
わ
た
る
虐
待
か
ら
脱
出
し
、
自
ら
の
人
生
で

虐
待
は
連
鎖
し
な
い
こ
と
を
証
明
し
た
真
実
の
書
。
マ

ス
コ
ミ
で
は
虐
待
の
連
鎖
ば
か
り
を
報
道
す
る
が
、
実

際
は
連
鎖
し
な
い
こ
と
の
方
が
多
い
。

　

認
定
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
児
童
虐
待
防
止
協
会
の
津
崎
哲
郎

理
事
長
が
「
よ
き
理
解
者
に
な
る
こ
と
が
そ
の
子
ど
も

の
一
生
を
救
う
」
と
推
薦
文
を
寄
せ
て
い
る
。

全
国
主
要
書
店
で
発
売
中
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り
、
成
功
Ｍ
Ｓ
（
成
功

思
考
習
慣
）
で
あ
る
と

同
時
に
幸
せ
Ｍ
Ｓ
（
幸

せ
思
考
習
慣
）
で
も
あ

り
、
さ
ら
に
美
徳
で
あ

り
、
前
進
・
成
長
し
、

上
昇
曲
線
に
乗
り
、
健

康
で
長
生
き
で
き
る
健

康
長
寿
Ｍ
Ｓ
で
も
あ
り

ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
ポ
ジ

テ
ィ
ブ
な
精
神
状
態
を

維
持
す
る
こ
と
は
人
生

　

お
元
気
で
楽
し
い

日
々
を
お
過
ご
し
で
す

か
。

　

こ
れ
ま
で
「
脳
の
発

達
」
や
「
ホ
ル
モ
ン
」

な
ど
の
観
点
か
ら
幸
せ

を
考
え
ま
し
た
の
で
、

今
回
は
「
マ
イ
ン
ド

セ
ッ
ト
と
幸
せ
」
に
つ

い
て
の
お
話
で
す
。

　

私
た
ち
は
心
で
幸
せ

を
感
じ
ま
す
。こ
の「
心

の
あ
り
方
」
が
マ
イ
ン

ド
セ
ッ
ト
（
Ｍ
Ｓ
）
で

す
。

　

こ
れ
は
思
考
を
支
え

る
思
考（「
メ
タ
思
考
」）

の
１
つ
で
あ
り
、
こ
の

種
類
と
し
て
、
①
ポ
ジ

テ
ィ
ブ
Ｍ
Ｓ
と
②
ネ
ガ

テ
ィ
ブ
Ｍ
Ｓ
が
あ
り
ま

す
。

　

こ
の
Ｍ
Ｓ
は
私
た
ち

の
信
念
や
性
格
に
も
影

響
し
、
こ
れ
ら
は
密
接

に
関
連
し
て
い
ま
す
。

　

ポ
ジ
テ
ィ
ブ
Ｍ
Ｓ
は

心
の
本
然
の
状
態
で
あ

に
お
い
て
成
功
し
幸
せ

に
生
き
る
た
め
に
最
も

重
要
な
も
の
の
１
つ
で

す
。

　

そ
し
て
「
ポ
ジ
テ
ィ

ブ
Ｍ
Ｓ
の
５
大
効
果
」

と
し
て
、
人
間
関
係
が

良
好
に
な
る
こ
と
、
健

康
に
な
る
こ
と
、
幸
運

を
引
き
寄
せ
る
こ
と
、

成
功
す
る
こ
と
や
幸
せ

な
人
生
を
送
れ
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
さ
ら
に

こ
れ
ら
の
他
に
、
行
動

力
が
付
く
こ
と
、
ス
ト

レ
ス
耐
性
が
付
く
こ

と
、
逆
境
力
が
付
く
こ

と
、成
長
で
き
る
こ
と
、

長
寿
に
な
れ
る
こ
と
が

期
待
で
き
ま
す
。

　

こ
れ
こ
そ
が
「
ポ
ジ

テ
ィ
ブ
Ｍ
Ｓ
の
10
大
効

果
」
と
な
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
多
く
の

良
い
効
果
を
持
つ
ポ
ジ

テ
ィ
ブ
Ｍ
Ｓ
は
ポ
ジ

テ
ィ
ブ
能
力
で
あ
り
、

幸
せ
で
健
康
長
寿
に
な

る
た
め
の
基
本
的
前
提

と
な
り
ま
す
。

　

さ
あ
、
こ
れ
か
ら
も

一
緒
に
「
幸
せ
」
に
つ

い
て
考
え
、
味
わ
っ
て

い
き
ま
し
ょ
う
！

幸
せ
な
人
生
を
送
る
た
め
に

九
州
大
学
名
誉
教
授

岩
崎
　
勇

⑧

マ
イ
ン
ド
セ
ッ
ト
と
幸
せ

経営者
モーニングセミナー開催 早起きして、会社も家庭も元気に！

5日  大阪北区倫理法人会相談役　松井直輝氏「元気が出る脳の活用方法」
12日  東大阪市倫理法人会会長　髙田和弘氏「人生の演劇（喜働の追求）」
19日  八尾市倫理法人会幹事　岡本光央氏「決めると動き出す～運命自照で動き始めたこの１年～」
26日  八尾市倫理法人会相談役　岡巌氏「信ずれば成り、憂えれば崩れる。それは、人生神劇」

7日  倫理研究所近畿副方面長　小池伸悟氏「人生が輝く朝起き」

1日  八尾市倫理法人会副会長　真島千尋氏「根っこを育てる小さな実践」

21日  奈良県倫理法人会会長　寺尾俊一氏「心が先でかわっていく」
28日  大阪鴻池倫理法人会実行委員　福井伸氏「全力中年　倫理で学び直し」

大阪鴻池倫理法人会実行委員　佐藤鉄平氏「起業するに至った理由、起業と同時に倫理に入ったのはなぜか？」

8日  東大阪市倫理法人会実行委員　鴛海和子氏「愛と感謝がパスワード」
東大阪市倫理法人会幹事　齊藤満希子氏「倫理法人会との出合い」

●八尾市倫理法人会
　経営者モーニングセミナー

毎週火曜日、朝6:30～7:30開催。参加費無料。
会場はstudio GEEX（JR久宝寺駅・南へ徒歩7分）
八尾市倫理法人会事務局 ☎072-991-234512月の予定

●大阪鴻池倫理法人会
　経営者モーニングセミナー

毎週木曜日、朝6:30～7:30開催。参加費無料。
会場はホテルセイリュウ（近鉄石切駅・南へ徒歩５分）
大阪鴻池倫理法人会事務局 ☎072-881-096812月の予定

●東大阪市倫理法人会
　経営者モーニングセミナー

: :毎週金曜日、朝6 30～7 30開催。参加費無料。
会場はＵ・コミュニティホテルＴＴＳセンター６階（近鉄河内小阪駅北すぐ）
東大阪市倫理法人会事務局 ☎072-269-467712月の予定

15日  大阪中央区倫理法人会副会長　吉田弘人氏「天命」
22日  東大阪市倫理法人会幹事　松本学氏「今日もきっといいことがある～３つ目の難病は何を伝えているのか～」

14日  新大阪倫理法人会相談役　鈴木昭彦氏「最高の養殖者を目指す！」

　

ハ
ル
キ
ウ
に
着
く
と
、
す
っ
か
り
暗
く
な
っ
て

い
た
。

　

王
さ
ん
が
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
覗
き
込
み
、
緊

急
ニ
ュ
ー
ス
に
目
を
走
ら
せ
て
い
る
。

　
「
キ
ー
ウ
と
オ
デ
ッ
サ
が
激
し
い
ド
ロ
ー
ン
攻

撃
に
さ
ら
さ
れ
て
い
ま
す
」

　

最
近
攻
撃
が
な
い
の
で
、
ロ
シ
ア
は
ミ
サ
イ
ル

を
温
存
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
、
一
気
に
攻
撃

を
仕
掛
け
て
く
る
の
で
は
な
い
か
と
恐
れ
て
い

た
。
雪
が
降
り
始
め
る
の
を
待
っ
て
、
集
中
的
に

攻
撃
を
仕
掛
け
て
く
る
の
で
は
な
い
か
と
警
戒
し

て
い
た
。
そ
れ
が
的
中
し
て
し
ま
っ
た
。

　

キ
ー
ウ
は
80
発
以
上
の
ド
ロ
ー
ン
攻
撃
で
人
び

と
は
恐
怖
と
不
安
な
気
持
ち
で
戸
惑
っ
て
い
る
。

　

多
く
の
人
は
仕
事
を
失
い
、
日
々
の
暮
ら
し
が

厳
し
い
上
、
物
価
の
高
騰
が
止
ま
ら
な
い
。
電
気

代
は
１
カ
月
６
、
０
０
０
グ
リ
ブ
ナ
（
約
２
５
、

０
０
０
円
）
以
上
。
１
年
前
の
倍
だ
。
ス
ー
パ
ー

マ
ー
ケ
ッ
ト
で
は
３

割
の
商
品
が
姿
を
消

し
た
。
同
じ
値
段
の

ミ
ル
ク
で
も
、
１
リ

ッ
ト
ル
入
り
だ
っ
た

も
の
が
、
７
０
０
ミ

リ
リ
ッ
ト
ル
に
な
っ

て
い
る
。
社
会
全
体

が
悲
鳴
を
上
げ
て
い

る
の
だ
。

　

王
さ
ん
は
さ
ら
に

驚
く
べ
き
事
実
を
教

え
て
く
れ
た
。

　
「
撃
ち
落
と
し
た

ド
ロ
ー
ン
や
戦
車
を

解
体
す
る
と
、各
国
の
部
品
が
出
て
き
て
い
ま
す
。

米
国
製
や
日
本
製
も
あ
り
ま
す
。
し
か
も
製
造
年

は
２
０
２
３
年
で
す
」

　

ロ
シ
ア
に
対
す
る
経
済
制
裁
は
効
い
て
い
る
の

だ
ろ
う
か
。

　

も
ち
ろ
ん
、
米
国
や
日
本
か
ら
ロ
シ
ア
に
直
接

部
品
が
行
く
わ
け
が
な
い
。
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
や
ア

ル
メ
ニ
ア
な
ど
を
介
し
て
だ
ろ
う
。

　

毎
日
の
よ
う
に
テ
レ
ビ
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で

ゼ
レ
ン
ス
キ
ー
大
統
領
は
国
民
に
対
し
て
熱
い
メ

ッ
セ
ー
ジ
を
送
っ
て
い
る
が
、
耳
を
傾
け
る
人
が

少
な
く
な
っ
た
。
そ
れ
よ
り
も
前
線
の
兵
士
が
発

信
す
る
声
を
頼
り
に
苦
し
い
毎
日
を
耐
え
忍
ん
で

い
る
。

　

世
界
の
目
が
ガ
ザ
へ
向
け
ら
れ
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ

が
忘
れ
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
不
安
が
募
る
ば

か
り
だ
。
世
界
の
支
援
が
途
絶
え
る
と
、
ウ
ク
ラ

イ
ナ
は
滅
び
て
し
ま
う
。

連載小説連載小説

ウクライナを
歩く

小野元裕
233

社会全体が悲鳴を上げる

ウクライナ

一般財団法人日本
国際飢餓対策機構

ト
ル
コ
・
シ
リ
ア
大
地
震

緊
急
募
金
受
付
中

八尾市文化会館 プリズムホール ５階 レセプションホール

　　  一般 1,000円／ 18歳以下 500円
　　  オケも聴きたい大人におススメ ! 大阪フィル八尾演奏会セット券
　　  一般Ｓ席 5,050 円／Ａ席 3,700 円

2023年12月３日（日）

※中学生以下のお子様のご入場はご遠慮願います ※車椅子でお越しの方は事前にご連絡をお願いします

15:00開演（開場14:30）
終演予定 16:00

会場

60 名（先着）定員

料金

クラシック音楽ってなぁに？
おしえて！世界的指揮者・沼尻竜典さん
大阪フィルハーモニー交響楽団八尾演奏会プレ企画

※トークライブと八尾演奏会に一般＆18歳以下のペアでご来場の場合は、八尾演奏会の
　ペア券がお得です。詳しくはお問合せください。
※就学前のお子様のご入場はご遠慮ください。

　

映
画
「
ひ
と
く
ず
」
は
、

児
童
虐
待
を
通
じ
て
「
家

族
の
温
か
さ
」
を
見
つ
め

直
す
作
品
。
上
映
の
後
は
、

監
督
・
主
演
の
上
西
雄
大

さ
ん
（
59
）
や
女
優
の
古

川
藍
さ
ん
（
38
）、
徳
竹
未

夏
（
41
）
さ
ん
が
登
壇
し

舞
台
挨
拶
を
お
こ
っ
た
。

上
西
雄
大
さ
ん
は
、「
１
回

　

八
尾
市
か
ら
児
童
虐
待
ゼ
ロ
を
め
ざ
す
運
動
実
行
委
員
会
（
田
中
康
正
実
行

委
員
長
）
主
催
「
映
画
『
ひ
と
く
ず
』
無
料
上
映
会
＆
講
演
会
」
が
、
児
童
虐

待
防
止
推
進
月
間
の
11
月
の
第
２
日
曜
日
（
12
日
）、
八
尾
市
文
化
会
館
プ
リ

ズ
ム
ホ
ー
ル
大
ホ
ー
ル
（
八
尾
市
光
町
２
）
で
開
か
れ
た
。
会
場
の
２
階
席
ま

で
埋
め
尽
く
す
１
、
２
５
０
人
を
超
え
る
来
場
者
か
ら
、
児
童
虐
待
問
題
へ
の

関
心
の
高
さ
が
う
か
が
え
た
。

左から古川藍さん、田中康正実行委員長、上西雄大監督、徳竹未夏さん自らの体験を語る上原よう子さん

の
上
映
で
こ
れ
ほ
ど
観
客

が
集
ま
っ
た
の
は
今
回
が

初
め
て
。
胸
が
熱
く
な
っ

た
」
と
述
べ
た
。
精
神
科

医
と
話
を
し
た
際
、
児
童

虐
待
の
こ
と
を
詳
し
く

知
っ
た
上
西
さ
ん
は
、
一

晩
で
シ
ナ
リ
オ
を
一
気
に

書
き
上
げ
た
。
児
童
虐
待

に
関
し
て
は
、「
負
の
連
鎖

を
断
ち
切
る
に
は
自
己
肯

定
し
か
な
い
」
と
語
っ
た
。

　

少
女
の
母
親
役
を
演
じ

た
古
川
さ
ん
は
、「
１
人
で

も
多
く
の
人
に
こ
の
映
画

を
観
て
も
ら
い
た
い
」
と

話
し
た
。

　

上
映
前
に
は
、
子
ど
も

の
頃
に
壮
絶
な
虐
待
を
受

け
た
経
験
の
あ
る
上
原
よ

う
子
さ
ん
（
41
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
虐
待
問
題
研
究
所
代

表
理
事
）
の
講
演
も
あ
り
、

「
ほ
ん
の
少
し
の
愛
、
少
し

の
声
掛
け
が
、
社
会
を
変

え
、
虐
待
防
止
に
つ
な
が

る
」
と
語
っ
た
。

　

こ
の
日
は
大
松
桂
右
八

尾
市
長
（
53
）
も
会
場
に

駆
け
付
け
、「
児
童
虐
待
ゼ

ロ
を
め
ざ
す
」
と
述
べ
た
。

　

今
回
の
イ
ベ
ン
ト
の
最

後
に
登
壇
し
た
植
村
眞
一

副
実
行
委
員
長
（
54
）
は
、

「
民
間
で
し
か
で
き
な
い

こ
と
も
あ
る
。
活
動
は
こ

れ
か
ら
が
始
ま
り
。
寄
り

添
っ
て
い
き
た
い
」
と
締

め
く
く
っ
た
。（中

野
善
典
）

ひとくず ひとくず 無料上映会＆講演会に1250人が参加無料上映会＆講演会に1250人が参加

イ ベ ン ト 情 報

会期　11 月 29 日 ( 水）～ 12 月 17 日（日 )
時間　 10 時～ 17 時 ※ 12 月 8 日（金）は 20

時まで開催（最終入場は開催時間の 30
分前まで）

休館日 月曜日（月曜日が祝日の場合は翌平日）
会場　 東大阪市民美術センター（東大阪市吉

田 6-7-22、TEL 072-964-1313）
入場料　無料
主催　 東大阪市民美術センター（指定管理者

東大阪花園活性化マネジメント共同体
HOS 株式会社）

協力　宮本順三記念館・豆玩舎 ZUNZO

　昭和の子どもたちの心をくすぐり続けた「グ
リコのおまけ」。小さなおもちゃは、遊びを通
して、子どもたちの好奇心を広げ、創意工夫
する力を育んできたといえる。そのデザイナー
として、約 3000 種類のおもちゃをデザインし
た宮本順三（1915 年～ 2004 年、大阪府生まれ）
は、おまけのデザインを考えるために、世界
の玩具の研究を重ねた。
　50 代後半からは、世界の祭りと踊りを現地
で取材し、プリミティブな魅力と色彩にあふ
れた絵画を多く残している。
　本展では、宮本の絵画に描かれた、世界の
さまざまな祭りと踊りのデザインと色彩を紹
介する。本展を通して、自分の目で世界のあ
りようを捉えようとした宮本の旺盛な好奇心
を感じることができる。

宮本順三展宮本順三展
～祭りと踊りに見る世界のデザインと色彩～～祭りと踊りに見る世界のデザインと色彩～

な
ど
の
歌
な
ど
は
歌
い
ま

せ
ん
よ
」と
朴
さ
ん
は
笑

う
。

　

創
立
20
年
を
迎
え
た
今

年
は
、
関
東
在
住
の
脱
北

者
と
関
西
在
住
の
脱
北
者

が
韓
国
へ
の
視
察
旅
行
も

お
こ
な
っ
た
。

　
「
ひ
と
り
で
悩
ま
ず
、

な
に
か
あ
れ
ば
連
絡
を
し

て
欲
し
い
。
人
生
を
謳
歌

し
て
欲
し
い
」
と
朴
さ
ん

は
話
す
。
そ
の
上
で
、
在

日
韓
国
人
と
し
て
日
本
社

会
で
生
き
て
き
た
自
身
の

や
ス
パ
ワ
ー
ル
ド
な
ど
で

親
睦
会
を
開
い
て
い
た
。だ

が
、「
今
は
カ
ラ
オ
ケ
一
本

で
す
ね
。マ
イ
ク
の
奪
い
合

い
で
す
。50
年
前
の
歌
、例

え
ば
『
北
国
の
春
』な
ど
を

歌
う
の
で
す
。日
本
を
離
れ

る
ま
で
い
つ
も
聴
い
て
い

た
歌
な
ん
で
す
ね
。つ
ま
り

ア
ッ
プ
デ
ー
ト
し
て
い
な

い
の
で
す
。日
帰
り
旅
行
な

ど
も
企
画
し
ま
す
が
、そ
の

後
ど
う
し
て
も
カ
ラ
オ
ケ

に
行
き
た
く
な
る
の
で
す
。

今
流
行
り
の
Ｅ
Ｘ
Ｉ
Ｌ
Ｅ

　

韓
国
の
公
的
支
援
機
関

「
ハ
ナ
院
」
と
は
違
い
、
関

西
で
は
支
援
セ
ン
タ
ー
や

守
る
会
な
ど
が
脱
北
者
の

サ
ポ
ー
ト
を
お
こ
な
う
。

た
だ
、
支
援
セ
ン
タ
ー
に

は
韓
国
政
府
か
ら
の
資
金

援
助
を
含
む
サ
ポ
ー
ト
は

さ
れ
て
い
て
、
在
大
阪
韓

国
総
領
事
館
と
も
定
期
的

に
連
携
を
と
っ
て
い
る
。

　

元
在
日
の
脱
北
者
は
北

を
脱
出
し
た
時
点
で
は
ハ

ナ
院
の
存
在
は
知
ら
な
い
。

も
し
知
っ
て
い
た
ら
日
本

で
は
な
く
、
サ
ポ
ー
ト
体

制
が
整
っ
て
い
る
韓
国
を

選
ん
で
い
た
と
思
う
か
と

尋
ね
る
と
、
朴
さ
ん
は
次

の
よ
う
に
即
答
し
た
。

　
「
ハ
ナ
院
の
存
在
を
知
っ

て
い
た
と
し
て
も
日
本
を

選
ん
で
い
る
で
し
ょ
う
ね
。

脱
北
者
で
大
阪
に
来
て
か

ら
韓
国
に
行
っ
た
人
も
い

ま
す
が
、
向
こ
う
で
住
む

こ
と
に
不
安
を
抱
え
て
い

ま
す
。
韓
国
で
は
な
く
日

本
に
来
る
と
い
う
の
に
は

安
心
感
が
あ
る
の
で
す
。

ル
ー
ツ
が
こ
こ
日
本
に
あ

る
か
ら
な
の
で
す
。
韓
国

に
は
身
寄
り
は
あ
り
ま
せ

ん
。
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
体
制

が
整
っ
て
い
る
と
し
て
も
、

不
安
感
が
あ
る
点
は
、わ
れ

わ
れ
在
日
も
同
じ
気
持
ち

で
す
。言
葉
の
問
題
で
は
な

く
、ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
が
違

う
か
ら
な
の
で
す
。や
は

り
日
本
で
生
ま
れ
育
っ
た

ル
ー
ツ
が
影
響
し
て
い
る

の
で
す
。あ
の
人
が
元
気
で

暮
ら
し
て
い
る
な
ら
私
も

と
思
う
も
の
で
す
」　

　

支
援
活
動
の
ひ
と
つ
で

あ
る
「
脱
北
者
交
流
会
」は

年
２
回
開
か
れ
る
。関
西
で

は
一
時
、ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会

経
験
を
重
ね
合
わ
せ
エ
ー

ル
を
送
る
。

　
「
在
日
韓
国
人
だ
っ
て
同

じ
人
間
じ
ゃ
な
い
か
と
以

前
は
言
っ
て
い
ま
し
た
。

で
も
、
突
き
詰
め
て
い
っ

た
ら
、
文
化
・
食
生
活
・

習
慣
、
や
っ
ぱ
り
違
う
ん

で
す
ね
。
そ
の
『
違
い
』

を
認
め
合
い
そ
れ
を
豊
か

さ
に
変
え
て
い
く
こ
と
が

大
事
な
ん
だ
と
思
う
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
脱
北
者

の
人
た
ち
も
『
脱
北
者
』

と
い
う
十
字
架
を
背
負
っ

て
い
る
と
嘆
く
こ
と
は
な

い
の
で
す
。
そ
れ
を
否
定

す
る
こ
と
は
な
い
の
で
す
。

自
分
の
ル
ー
ツ
・
生
き
様

を
伝
え
て
い
く
使
命
が
あ

る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
私
も
在
日
韓
国
人
の

ひ
と
り
と
し
て
生
き
て
き

ま
し
た
。
そ
の
運
命
の
な

か
、
民
団
で
の
活
動
を
通

じ
て
、
よ
り
豊
か
な
在
日

韓
国
人
社
会
に
貢
献
し
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
自

分
の
人
生
に
お
け
る
使
命

と
い
う
点
で
は
脱
北
者
も

同
じ
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
脱
北
者
の
人
た
ち
に

も
が
ん
ば
っ
て
欲
し
い
で

す
ね
」

（
中
野
善
典
）

（
お
わ
り
）

北
朝
鮮
人
権
侵
害
問
題
啓
発
週
間
を
前
に
し
て
②

　

在
日
本
大
韓
民
国
民
団
大
阪
府
本
部

朴
鍾
寛
事
務
局
長
に
聞
く

自
分
の
ル
ー
ツ・生
き
様
を
伝
え
て
い
く
使
命

　

令
和
５
年
度
納
税
表
彰

式
が
11
月
17
日
に
八
尾
市

文
化
会
館
プ
リ
ズ
ム
ホ
ー

ル
小
ホ
ー
ル
（
八
尾
市
光

町
２
）
で
開
か
れ
た
。

　

八
尾
税
務
署
長
表
彰
受

彰
者
は
、新
川
弘
二
氏（
松

原
市
・
公
益
社
団
法
人
八

尾
納
税
協
会
理
事
）、
西

本
義
治
氏
（
八
尾
市
・
公

益
社
団
法
人
八
尾
納
税
協

会
理
事
）、
溝
渕
一
也
氏

（
松
原
市
・
公
益
社
団
法

人
八
尾
納
税
協
会
常
任
理

事
）。

　

八
尾
税
務
署
長
感
謝
状

受
贈
者
は
、
柏
原
市
立
玉

手
中
学
校
（
柏
原
市
）、

寺
西
昌
保
氏
（
八
尾
市
・

大
阪
府
小
売
酒
販
組
合
八

尾
支
部
副
支
部
長
）。

　

公
益
社
団
法
人
八
尾
納

税
協
会
長
表
彰
受
彰
者

は
、
岡
田
健
治
氏
（
八
尾

市
・
公
益
社
団
法
人
八
尾

納
税
協
会
理
事
）、
加
藤

勲
氏
（
八
尾
市
・
八
尾
税

務
署
管
内
納
税
貯
蓄
組
合

連
合
会
副
会
長
・
八
尾
個

人
自
主
申
告
会
会
長
）、

北
田
敦
史
氏
（
松
原
市
・

公
益
社
団
法
人
八
尾
納
税

協
会
青
年
部
会
監
事
）、

寺
坂
哲
之
氏
（
八
尾
市
・

公
益
社
団
法
人
八
尾
納
税

協
会
監
事
）、
長
尾
重
司

氏
（
柏
原
市
・
公
益
社
団

　

八
尾
市
・
令
和
５
年
文

化
の
日
表
彰
式
典
が
11
月

３
日
に
八
尾
市
文
化
会
館

プ
リ
ズ
ム
ホ
ー
ル
（
八
尾

市
光
町
２
）
で
開
か
れ
、

受
賞
者
が
表
彰
さ
れ
た
。

　

文
化
特
別
賞
は
吉
田
玉

男
氏
（
70
）
が
選
ば
れ
た
。

伝
統
的
な
人
形
浄
瑠
璃
文

楽
の
人
形
遣
い
と
し
て
高

度
な
技
法
を
体
現
し
、
斯

界
を
代
表
す
る
１
人
と
し

て
活
躍
。
昭
和
43
年
に
初

代
吉
田
玉
男
氏
に
入
門
し

吉
田
玉
女
を
名
乗
り
、
昭

和
44
年
に
初
舞
台
を
踏

む
。
以
後
も
研
鑽
に
励
ん

だ
氏
は
、
昭
和
62
年
に
は

重
要
無
形
文
化
財
「
人
形

浄
瑠
璃
文
楽
」（
総
合
認

定
）
保
持
者
の
認
定
を
受

け
、
平
成
27
年
に
は
２
代

目
吉
田
玉
男
を
襲
名
し

た
。
令
和
２
年
に
紫
綬
褒

章
、
令
和
５
年
２
月
に
松

尾
芸
能
賞
優
秀
賞
を
受
賞

し
て
い
る
。

　

文
化
新
人
賞
は
大
嶋
奈

央
子
氏
が
選
ば
れ
た
。
ソ

プ
ラ
ノ
歌
手
と
し
て
精
力

的
に
活
動
中
。
神
戸
女
学

院
大
学
、
ウ
ィ
ー
ン
国
立

音
楽
大
学
、
バ
ー
ゼ
ル
音

楽
院
で
学
び
、
２
０
０
２

年
か
ら
ド
イ
ツ
、
フ
ラ
ン

ス
、
ス
イ
ス
を
は
じ
め
、

国
外
に
お
い
て
現
地
ア
ー

テ
ィ
ス
ト
と
共
演
す
る
な

ど
活
躍
の
場
を
広
げ
る
。

２
０
１
６
年
か
ら
は
特
に

北
欧
を
中
心
と
し
て
、国
・

州
開
催
の
芸
術
祭
や
カ
ウ

ス
テ
ィ
ネ
ン
民
族
音
楽
祭

に
現
地
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
と

出
演
、
隣
国
へ
の
コ
ン

サ
ー
ト
ツ
ア
ー
へ
も
同
行

す
る
な
ど
、
世
界
的
に
活

動
し
て
い
る
。

納税表彰式終了後に集合写真を撮る

令
和
５
年
度
納
税
表
彰
式

八
尾
市
文
化
会
館

プ
リ
ズ
ム
ホ
ー
ル
で
開
催

八尾市 令和５年文化の日表彰式典
文化特別賞 吉田玉男氏　
文化新人賞 大嶋奈央子氏

法
人
八
尾
納
税
協
会
常
任

理
事
）、西
村
成
広
氏
（
八

尾
市
・
公
益
社
団
法
人
八

尾
納
税
協
会
常
任
理
事
）、

森
岡
喜
江
氏
（
柏
原
市
・

公
益
社
団
法
人
八
尾
納
税

協
会
・
柏
原
市
商
工
会
自

主
申
告
会
理
事
）、
安
本

利
明
氏
（
八
尾
市
・
公
益

社
団
法
人
八
尾
納
税
協

会
・
八
尾
商
工
会
議
所
自

主
申
告
会
会
計
監
査
）。

　

八
尾
税
務
署
管
内
納
税

貯
蓄
組
合
連
合
会
長
表
彰

受
彰
者
は
、谷
和
代
氏（
八

尾
市
・
八
尾
税
務
署
管
内

納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会
理

事
）。

　

近
畿
納
税
貯
蓄
組
合
総

連
合
会
会
長
感
謝
状
受
贈

者
は
、長
谷
川
一
郎
氏（
松

原
市
・
八
尾
税
務
署
管
内

納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会
監

事
）。

八
尾
市
か
ら

八
尾
市
か
ら

児
童
虐
待
ゼ
ロ
を
め
ざ
す

児
童
虐
待
ゼ
ロ
を
め
ざ
す
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